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を可決 前年度比
プラス
42.7％

平成 26年 3月定例会は 3月 10日～20日までの会期で開かれました。
一般会計補正予算、特別会計補正予算、条例改正、新年度当初予算を可決し、監査委員、
固定資産評価審査委員、教育委員の選任同意をしました。

★平成 26年度当初予算は一般会計の中で前年度比 42.7％の伸びがあります。
これは中学校校舎建て替えに必要なお金で伸びています。
お金の入るところは、おもに村の借金と国の補助金でまかなわれる予定です。

平成26年度 長田村長の施政方針

「安心、安全な村づくり」を
定住促進、子育て支援、地域医療
介護福祉などの充実を図りたい

建替え予定の道志中学校建替え予定の道志中学校
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平成２６年度  一般会計予算

24億4,000万円

※数値は万円単位に調整してあります。

国庫県支出金国庫県支出金

寄付金寄付金

村税村税

地方交付税地方交付税

村債村債

その他その他

歳入

横浜市から交付されるお金
と道志村応援寄付金
1億 3,956万円（5.7％）

村の借金
6億 4,470万円
（26.4％）

　その他の内訳
　・繰越金 ………… 4,000万円
　・使用料及び手数料  4,584万円
　・諸収入 ………… 1,738万円
　・分担金及び負担金 1,070万円
　・繰入金ほか …… 8,027万円
　　（8％）

皆さんに納めていただくお金
1億 9,976万円（8.2％）

国県から交付され使える
補助金・交付金など
3億 0,329万円（12.4％）

村で自由に使えるお金
9億 5,850万円（39.3％）

民生費民生費

衛生費衛生費

農林水産業費農林水産業費

商工費商工費
土木費土木費消防費消防費

総務費総務費

教育費教育費

公債費公債費

歳出

3億 4,177万円（14％）

1億 2,186万円
（5％）

8,848万円（3.6％）

1憶 6,724万円（6.9％）２億1,297万円（8.7％）

7億 3,532万円
（30.1％）

２億7,592万円
（11.3％）

4,186万円（1.7％）542万円（0.3％）

議会費議会費その他その他

2億 9,088万円
（11.9％）

1億 5,828万円
（6.5％）
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平成２６年度特別会計予算

一般会計予算の主な事業は
総 務 課

街路灯管理事業 2,300万円、公共交通対策 800万円、地域おこし協力隊事業
2,100万円、情報通信施設管理事業 1,500万円、消防施設整備事業 5,870万円

住民健康課

児童健全育成事業 388万円、児童手当助成事業 2,390万円、重度心身障害者医
療費助成事業 1,380万円、在宅福祉ふれあいサービス事業 294万円、介護慰労
金支給事業 192万円、にっこりコール事業 224万円、予防接種事業 486万円、
すこやか子育て医療費助成事業 591万円、老人保健事業 745万円、母子衛生費
125万円、妊産婦、乳幼児健康診査事業 161万円

産業振興課

エコライフ促進助成事業 100万円、農村地域防災減災事業 3,456万円、
地籍調査事業 1,161万円、林業振興費 3,639万円、池之原地区森林整備事業
550万円、森林整備地域活動支援交付金事業 631万円、林道維持費 526万円
観光費 7,744万円、観光施設等整備事業 3,539万円、土木総務費 1億 0,296万
円、村道板橋線開設事業 580万円

教育委員会
JETプログラム推進事業 456万円、学校スクールバス委託事業 4,257万円
高等学校等就学に対する助成事業 624万円、中学校改築事業 5億 7,114万円
学校給食事業 2,372万円、スポーツプラザ屋内プール管理事業 803万円

会 計 名 26年度予算額 25年度予算額 前年度比

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道 事 業

介 護 保 険

介護保険サービス事業

浄 化 槽 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

合   計

2億9,132万円

1億4,479万円

1億3,171万円

2億3,259万円

131万円

1億2,404万円

4,530万円

9億7,106万円

3億     25万円

1億3,310万円

1億2,326万円

1億9,910万円

134万円

1億2,036万円

4,493万円

9億2,234万円

△3.0％

8.8％

6.9％

16.8％

△2.1％

3.1％

0.8％

5.3％
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●
一
般
会
計
補
正
 
３
，
８
８
０
万
円
減
額

お
も
な
財
源︵
歳
入
︶

村
 
税
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
，
１
８
５
万
円
 
増

地
方
交
付
税
…
…
…
…
…
…
…
１
，
８
０
６
万
円
 
増

国
庫
補
助
金
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
２
２
万
円
 
減

寄
付
金
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
３
４
万
円
 
減

村
債
︵
借
金
︶
…
…
…
…
…
…
４
，
７
８
０
万
円
 
減

お
も
な
使
い
道︵
歳
出
︶

総
務
監
理
費
…
…
…
…
…
…
…
２
，
２
５
４
万
円
 
減

社
会
福
祉
費
…
…
…
…
…
…
…
２
，
６
３
９
万
円
 
減

農
林
水
産
業
費
…
…
…
…
…
…
４
，
２
１
３
万
円
 
減

諸
支
出
金
…
…
…
…
…
…
１
億
０
，
１
２
５
万
円
 
増

●
特
別
会
計
補
正
は
、
７
会
計
と
も
期
末
に
よ
る
会
計
処
理
が

ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
特
別
記
載
し
ま
せ
ん
。

視
 
点

総
体
的
に
税
収
が
伸
び
ぎ
み
で
、
増
え
た
事
は
喜
ば
し
い
と

思
い
ま
す
。
使
い
道
の
中
で
、
諸
支
出
金
が
増
え
た
の
は
、

公
共
施
設
整
備
等
基
金
の
積
立
金
が
目
立
ち
ま
す
。

お
も
な
補
正
予
算

議案第１号 国民健康保険診療所、歯科診療所条例の改正……消費税の増税による改正

議案第２号 重度心身障害者医療費助成条例の改正……医療費を一度自己負担してから
後日還付される

議案第３号 水道給水条例の改正…………………………………消費税の増税による改正

議案第４号 浄化槽条例の改正……………………………………消費税の増税による改正

議案第５号 社会教育委員条例の改正…委員選任方法と教育委員会が委嘱する追加条例

議案第６号 公民館設置管理条例の改正…………………………椿地区公民館を削除する

議案第７号 富士吉田市外一市二町四村一組合ことばの教室設置協議会規約の変更……
都留市が脱会したことによる規約改正

議案第８号 過疎地域自立促進計画の変更…………………………事業の計画変更による

議案第９号 水源の森指定管理者の指定について…………「名水そばの会」に指定する

議案第10号 グリーンロッジの指定管理者の指定について…………………………………
「グリーンロッジ管理組合」に指定する

同意第１号 監査委員の選任同意について………………………………佐藤久重氏に同意

同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任同意について………柏村英輝氏に同意

同意第３号 教育委員会委員任命同意について…………………………池谷幸昌氏に同意

一部の議案等の審議内容
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Ｑ当初予算の
目玉は何か

出
羽具

体
的
な
事
業
名

と
予
算
額
は

村
長林

業
政
策

・
森
林
整
備
事
業

５
５
５
万
円

・
路
網
整
備
事
業

５
０
０
万
円

・
森
林
整
備
地
域
活
動

支
援
交
付
金
事
業
６
３

０
万
円
等
の
事
業
に
よ

り
森
林
整
備
を
促
進
し
、

森
林
環
境
を
整
え
る
こ

と
に
よ
る
景
観
の
保
全

や
水
資
源
の
確
保
を
目

指
し
横
浜
市
民
の
水
源

地
と
し
て
上
流
の
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
横
浜
市
と
交
流
す

る
こ
と
で
観
光
産
業
の

振
興
に
も
期
待
で
き
ま

す
。福

祉
政
策

・
人
間
ド
ッ
グ
検
診
事

業
２
４
０
万
円

・
高
規
格
救
急
車
整
備

事
業
３
９
６
０
万
円
を

計
上
し
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
予
防
、
重
症
化

予
防
を
図
り
、
元
気
住

民
を
増
加
さ
せ
る
と
と

も
に
、
高
規
格
の
救
急

車
を
導
入
す
る
こ
と
で

住
民
生
活
の
安
心
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
を

建
て
替
え
る
こ
と
か
ら

教
育
環
境
の
整
備
に
よ

る
少
子
化
対
策
と
森
林

整
備
に
よ
る
産
業
の
振

興
、
さ
ら
に
福
祉
村
構

想
の
計
画
を
進
め
、
高

齢
者
の
皆
様
の
安
心
安

全
と
併
せ
て
新
た
な
雇

用
を
創
出
し
、
若
者
も

安
心
し
て
定
住
で
き
る

環
境
を
見
出
し
、﹁
住
ん

で
み
た
い
村
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
村
﹂
づ
く
り

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

出
羽大

雪
被
害
問
題
点
の

検
証
と
対
応
策
は

危
機
管
理
体
制
の

見
直
し
を
す
る

村
長当

初
こ
こ
ま
で
の
積

雪
は
予
想
で
き
ず
、
除

雪
作
業
は
難
航
を
極
め
、

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

Q

出羽和平  議員
かずとし

出羽和平  議員
かずとし

QＡ

Ａ

交
通
規
制
の
解
除
ま
で

数
日
間
か
か
り
、
村
民

の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

か
け
ま
し
た
。

今
回
の
災
害
を
教
訓

と
し
て
、
一
連
の
問
題

点
を
抽
出
し
、
検
証
を

重
ね
対
応
す
る
こ
と
で
、

危
機
管
理
体
制
の
確
立

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

出
羽学

校
の
建
て
替
え
は

温
も
り
の
木
造
校
舎

村
長26

年
度
当
初
予
算
に

は
、
中
学
校
の
第
１
期

工
事
分
５
億
７
１
１
４

万
円
、ま
た
、27
年
度
に

は
、
中
学
校
の
第
２
期

工
事
と
並
行
し
て
、
小

学
校
の
新
築
工
事
も
予

定
し
て
お
り
、
事
業
完

了
後
は
、
小
学
校
・
中

学
校
一
体
の
校
舎
で
地

域
が
一
丸
と
な
り
、
こ

れ
か
ら
の
児
童
・
生
徒

の
育
成
が
で
き
る
教
育

環
境
が
整
い
ま
す
。

ま
た
、
木
造
校
舎
に

こ
だ
わ
っ
た
理
由
の
ひ

と
つ
に
、
木
材
の
需
要

を
促
す
こ
と
で
、林
業
・

木
材
産
業
の
振
興
を
促

進
し
、
地
域
の
再
生
を

図
る
こ
と
も
で
き
る
と

考
え
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

QＡ

２月１５日の大雪２月１５日の大雪
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Ｑ斎場の
建設計画は

池
谷村内

に
は
民
間
、
公

営
と
も
斎
場
が
な
い
。

村
内
に
斎
場
が
な
い
問

題
点
と
し
て
、
以
下
の

４
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

斎
場
ま
で
距
離
が
あ
る

た
め
遺
族
、
参
列
者
の

交
通
費
負
担
が
大
き
い
。

冬
の
葬
儀
が
多
く
、
路

面
状
況
が
悪
く
危
険
。

村
外
に
村
内
の
お
金
が

出
て
し
ま
っ
て
い
る
。

民
間
の
斎
場
は
金
額
が

高
く
遺
族
の
負
担
が
大

き
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

村
で
簡
易
的
な
斎
場
を

村
民
に
提
供
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
思
い
ま

す
が
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

村
民
の
ニ
ー
ズ
や

必
要
性
に
つ
い
て

検
証
し
た
い

村
長道

志
村
の
人
口
は
、

各
種
の
施
策
に
取
組
ん

で
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
平
成
20
年
度
以
降

２
，
０
０
０
人
を
割
り

込
み
、
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
の

要
因
と
し
て
出
生
者
に

対
し
て
、
死
亡
者
が
上

回
っ
て
い
る
こ
と
が
、

大
き
な
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

そ
の
死
亡
者
数
は
、

平
成
21
年
度
に
33
人
、

平
成
24
年
度
に
は
16
人

の
死
亡
届
け
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
平
成
22
年
度
か
ら

は
す
べ
て
が
、
村
外
に

よ
る
火
葬
届
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。

池
谷
議
員
の
ご
質
問

の
と
お
り
、
村
外
で
通

夜
と
葬
儀
を
行
う
場
合

に
は
、
関
係
者
の
移
動

時
間
の
負
担
や
経
費
の

負
担
な
ど
が
課
題
と
し

て
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
、村
の
計
画
の
中

に
、
斎
場
の
建
設
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
調

査
や
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
証
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

池
谷粗

大
ご
み
の
収
集

に
つ
い
て

粗
大
ご
み
の
収
集
場

所
が
村
内
に
数
か
所
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
収
集
場
所

が
少
な
い
た
め
、
体
が

不
自
由
な
方
や
車
が
な

い
方
、
別
荘
に
住
ん
で

い
る
方
に
も
不
便
で
あ

る
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
各
地
域
に
あ

る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
収
集
場
所
と
す
る
こ

と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等

の
支
援
検
討

産
業
振
興
課
長

粗
大
ご
み
に
つ
き
ま

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

し
て
は
、
比
較
的
大
き

な
も
の
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
収
集
場
所

に
つ
い
て
も
広
い
場
所

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
収

集
車
も
４
ｔ
ク
ラ
ス
の

大
型
車
に
て
収
集
し
て

お
り
ま
す
。

各
地
域
に
あ
る
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
狭

く
道
路
上
の
収
集
に
な

り
ま
す
の
で
危
険
が
伴

う
こ
と
か
ら
不
可
能
か

と
思
い
ま
す
。

現
在
収
集
は
７
月
及

び
11
月
の
日
曜
日
の
年

２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
体
が
不
自
由
な

方
や
車
の
無
い
方
に
お

き
ま
し
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
方
々
の
支

援
等
検
討
が
必
要
か
と

思
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

池谷高明  議員
たかあき

池谷高明  議員
たかあき

QＡ

ごみステーションごみステーション
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Ｑ大雪災害と今後
の対応について

山
口
博
康

２
月
14
・
15
日
の
豪
雪

は
、
通
行
止
め
が
長
く
村

民
生
活
に
大
き
な
支
障
が

生
じ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
情
報
が
少
な

く
、
村
民
の
不
満
を
募
ら

せ
た
も
の
で
す
。今
後
は
、

業
者
の
作
業
状
況
等
を
調

査
し
て
村
民
に
情
報
を
発

信
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

豪
雨
や
台
風
等
の
災
害
と

合
わ
せ
て
情
報
の
発
信
方

法
に
つ
い
て
の
考
え
と
、

除
雪
に
必
要
な
重
機
の
一

般
村
民
所
有
の
応
援
シ
ス

テ
ム
が
構
築
で
き
な
い
か
、

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
対
策
を
検

証
し
必
要
な
対
策

を
講
じ
ま
す

産
業
振
興
課
長

今
回
の
大
雪
は
過
去
に

経
験
し
た
こ
と
が
な
く
、

村
民
の
皆
様
も
不
安
な
気

持
ち
で
過
ご
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。特
に
国
道
、

県
道
の
通
行
止
め
期
間
が

長
引
い
て
し
ま
い
、
村
と

し
ま
し
て
も
建
設
事
務
所

に
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
、

情
報
の
収
集
を
行
い
ま
し

た
が
大
量
な
雪
で
危
険
な

状
況
で
あ
っ
た
た
め
除
雪

作
業
に
長
い
時
間
が
か
か

り
、
終
了
の
予
測
が
困
難

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
今
回
の
対
策

を
検
証
す
る
と
共
に
、
デ

ー
タ
を
分
析
し
て
管
理
者

で
あ
る
県
と
連
携
を
図
り
、

村
民
に
必
要
な
情
報
は
個

別
端
末
や
防
災
無
線
を
利

用
し
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
次
に

現
在
除
雪
を
依
頼
し
て
い

る
業
者
は
11
業
者
で
あ
り
、

除
雪
費
を
１
時
間
単
位
で

支
払
っ
て
い
る
関
係
か
ら
、

効
率
的
で
大
き
め
の
重
機

で
の
除
雪
を
考
え
て
い
ま

す
。
 

今
回
の
よ
う
な
大
量
な

除
雪
は
、
危
険
作
業
で
あ

る
た
め
、
保
険
等
の
対
応

を
考
え
ま
す
と
一
般
の
方

に
お
願
い
す
る
こ
と
は
現

在
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

山
口
博
康

公
共
工
事
の
予
算

に
つ
い
て

26
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

安
倍
の
ミ
ク
ス
に
よ
る
影

響
で
の
本
村
予
算
へ
の
波

及
効
果
と
、
主
な
公
共
事

業
、
野
原
・
月
夜
野
間
の

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
の
進

捗
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。概

ね
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す

産
業
振
興
課
長

前
年
度
繰
越
事
業
に
お

い
て
景
気
浮
揚
の
予
算
措

置
が
有
り
、
道
の
駅
非
常

用
発
電
機
や
耐
震
性
貯
水

槽
の
設
置
、
林
道
橋
の
耐

震
改
修
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

平
成
26
年
度
の
公
共
事

業
に
つ
い
て
は
、
道
志
中

学
校
の
建
設
、
村
道
板
橋

線
開
設
、
村
道
白
井
平
線

の
白
井
橋
修
繕
工
事
、
そ

の
他
県
営
工
事
に
な
り
ま

す
。中

山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
は
、
小
善
地
農
道
開

設
工
事
、
長
幡
東
地
区
の

水
道
整
備
で
す
。

ま
た
、
農
村
地
域
防
災

減
災
事
業
は
、
中
神
地
地

区
の
土
砂
崩
壊
防
止
施
設

工
事
、
谷
相
地
区
の
農
業

用
排
水
施
設
工
事
、
大
室

指
地
区
の
緊
急
避
難
路
整

備
工
事
な
ど
予
定
し
て
い

ま
す
。

次
に
、
野
原
・
月
夜
野

間
の
ト
ン
ネ
ル
の
進
捗
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
形
測

量
・
路
線
測
量
が
終
了

し
、
詳
細
設
計
を
現
在
実

施
中
と
の
こ
と
で
す
。
今

後
は
、
用
地
取
得
に
向
け

た
測
量
の
実
施
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
道
改
良
予
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、
谷
相

地
内
の
国
道
拡
幅
改
良
調

査
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
確
実
に
土
地
確
保
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
地
権
者
各
位
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
早
期

の
実
施
を
お
願
い
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

︵
公
図
・
登
記
簿
・
買
収

承
諾
書
等
︶

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

山口博康  議員
ひろやす

山口博康  議員
ひろやす

QＡ

解体予定の椿公民館解体予定の椿公民館
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Ｑ当初予算の
景気対策は

杉
本こ

の
山
間
部
の
村
に

税
収
を
伸
ば
す
手
立
て

は
、観
光
、農
業
、林
業
、

小
水
力
発
電
な
ど
、
こ

の
村
だ
か
ら
こ
そ
出
来

る
事
業
の
展
開
を
強
力

に
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
26
年

度
の
景
気
対
策
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
お
聞

き
致
し
ま
す
。

村
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
事
業
を
強
力

に
推
進

産
業
振
興
課
長

こ
の
村
だ
か
ら
こ
そ

出
来
る
事
業
の
展
開
を
、

強
力
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
、
観
光
に

つ
き
ま
し
て
は
、
観
光

協
会
の
組
織
強
化
を
図

り
つ
つ
連
携
を
重
視
し
、

集
客
に
努
め
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

農
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
道
の
駅
等
の
販
売

経
路
が
確
立
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
鳥
獣
害
防

止
施
策
を
推
進
し
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
を
進

め
る
中
、
新
規
作
物
の

開
発
と
推
進
を
図
り
、

農
家
の
耕
作
意
欲
の
増

進
と
六
次
産
業
化
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

林
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
森
林
整
備
を
目
的

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
に
関
係
す
る
木

の
駅
の
運
営
を
継
続
し
、

間
伐
材
の
搬
出
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
森
林
環
境
税

事
業
を
取
り
入
れ
、
森

林
の
環
境
保
全
に
努
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。次

に
、
小
水
力
発
電

に
つ
き
ま
し
て
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
局
と
連
携
し

調
査
研
究
を
し
て
き
ま

し
た
が
、今
後
は
、太
陽

光
発
電
施
設
の
設
置
に

重
点
を
置
き
進
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す

杉
本ス

ポ
ー
ツ
振
興
と

地
域
活
性
化

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

図
る
こ
と
で
、
地
域
の

活
性
化
や
、
連
帯
感
の

充
実
を
図
り
、
ま
す
ま

す
住
み
よ
い
環
境
を
作

る
必
要
が
あ
る
と
思
う

と
こ
ろ
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増

加
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
お
聞
き
致

し
ま
す
。

各
種
大
会
を
開
き

な
が
ら
推
進

教
育
長

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
等
を

推
進
し
て
、
村
民
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
が
、
十
数

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

杉本秀明  議員
ひであき

杉本秀明  議員
ひであき

Q

年
前
に
比
べ
る
と
、
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
数
は

減
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
活
動
を
し
て
い
る
子

ど
も
の
数
も
減
っ
て
お

り
ま
す
。今
後
で
す
が
、

年
１
回
く
ら
い
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
し
、
参

加
し
て
も
ら
う
よ
う
進

め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
競
技
人
口
の

増
加
に
も
つ
な
が
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

Ａ

体育祭風景体育祭風景
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Ｑ国道４１３号線
改良について

長
田国

道
４
１
３
号
線
の

和
出
村
地
区
、
キ
ス
ミ

ー
前
の
右
折
ラ
イ
ン
や

池
の
原
橋
の
一
方
通
行

の
解
消
な
ど
一
体
改
良

を
２
年
間
に
わ
た
り
、

お
尋
ね
し
て
き
ま
し
が
、

現
在
の
状
況
を
お
聞
き

し
ま
す
。

ま
た
、
村
長
に
は
こ

の
事
業
を
前
向
き
に
進

め
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

補
助
事
業
の
選
択
と

要
望
書
の
提
出
で

産
業
振
興
課
長

現
在
、
道
志
中
学
校

敷
地
内
に
小
・
中
学
校

校
舎
の
建
設
が
進
む
な

か
池
之
原
橋
の
拡
幅
改

良
と
国
道
へ
の
右
折
ラ

イ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、

必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

本
箇
所
へ
の
右
折
ラ

イ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、

橋
へ
の
距
離
が
短
い
こ

と
か
ら
、
家
屋
等
の
移

転
が
想
定
さ
れ
国
道
改

良
も
難
航
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

財
源
の
厳
し
い
昨
今
、

池
之
原
橋
の
改
良
に
つ

い
て
は
、
な
る
べ
く
有

利
な
補
助
事
業
を
サ
ー

チ
す
る
と
共
に
、
右
折

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

国
道
管
理
者
で
あ
る
山

梨
県
へ
の
要
望
と
協
議

を
継
続
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

長
田横

浜
市
か
ら
の

助
成
に
つ
い
て

昨
年
12
月
の
定
例
会

で
も
お
尋
ね
し
ま
し
た

が
、
平
成
26
年
度
で
浄

化
槽
事
業
が
終
了
と
な

り
ま
す
。

こ
れ
に
か
わ
る
事
業

や
方
策
を
考
え
て
い
る

か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

新
規
助
成
事
業
を

要
望
し
て
い
く

産
業
振
興
課
長

合
併
浄
化
槽
に
つ
き

ま
し
て
は
、
事
業
が
終

了
し
て
か
ら
も
浄
化
槽

の
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。事

業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
ま
で
の
合
併

浄
化
槽
の
要
望
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
平

成
26
年
度
終
了
後
、
30

数
基
が
残
り
ま
す
の
で
、

２
年
程
度
の
事
業
実
施

の
延
長
を
横
浜
市
と
協

議
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、今
後
は
、上
水

道
の
整
備
や
水
の
本
質

で
あ
る
森
林
の
整
備
等

に
つ
き
ま
し
て
、
助
成

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

協
議
し
、
要
望
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

Q

Ａ

長田達義  議員
たつよし

長田達義  議員
たつよし

和出村地内国道和出村地内国道
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Ｑ各指定管理の運営
状況について

大
田平

成
24
年
４
月
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
運
営
し
て
い
る
指
定

管
理
事
業
に
つ
い
て

①
基
準
に
基
づ
い
た
運

営
を
し
て
い
る
か
。

②
純
利
益
は
改
善
さ
れ

て
い
る
か
。

③
村
で
は
、
こ
れ
ら
の

進
展
に
つ
い
て
は
ど

ん
な
支
援
を
し
て
い

る
の
か
。

運
営
方
法
を
改
善
し

赤
字
解
消
に
努
め
る

産
業
振
興
課
長

本
村
で
は
12
の
施
設

を
管
理
委
託
施
設
と
し

て
協
定
を
締
結
し
て
お

り
ま
す
。

ま
ず
、

﹁
基
準
に
基
づ
い
た
運

営
を
し
て
い
る
か
﹂
で

す
が
、
村
で
は
指
定
管

理
者
と
協
定
書
を
締
結

し
、毎
年
度
、事
業
報
告

書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
運
営
状
況
を
把
握
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
報
告
書
か
ら
協

定
に
基
づ
い
た
運
営
が

行
わ
れ
て
い
る
と
確
認

し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、﹁
純
利
益
は
改

善
さ
れ
て
い
る
か
﹂
で

す
が
、
昨
年
度
報
告
書

で
見
る
と
５
施
設
が
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
指
定
管
理
者
は
利
益

を
上
げ
る
た
め
経
費
の

削
減
、
原
材
料
等
の
購

入
方
法
等
を
検
討
し
な

が
ら
利
益
の
増
加
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

次
に
、﹁
村
で
は
、
こ

れ
ら
の
進
展
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
支
援
を

し
て
い
る
か
﹂で
す
が
、

村
で
は
協
定
書
に
基
づ

い
た
支
援
を
し
て
お
り

ま
す
。

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
告
知
端

末
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

よ
る
情
報
発
信
、
指
定

管
理
者
と
の
運
営
協
議

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
で
は
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
運
営
方

法
を
考
え
売
上
の
増
加

に
つ
な
が
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

大田博文  議員
ひろふみ

大田博文  議員
ひろふみ

指定管理の　水源の森指定管理の　水源の森

指定管理の　どうし茶屋指定管理の　どうし茶屋
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議会活動報告（特別委員会）

森林組合の説明風景

（結婚相談事業スタート）結婚を望む人を支援するため、結婚相談員さんと対象者を訪問
し結婚相談カードを配布しました。結果 10名の方々の申し込みがありました。具体的に何が
できるのか、どんな形の出会いがいいのか、本人の望むことを聞きながら活動を展開していく
ことになりました。相談カードはいつでも受付けています。（住民福祉係 TEL 0554‑52‑2113）

出会いサークル部会 （平成 26年１月〜３月）

政策部会（新たなヘリポートを模索）

＊森林環境税を導入し、間伐を行えば山林所有者の負担が無く、山の手入れができることから
森林組合と連携し、森林整備を行う。そのための測量費及び作業道改良等として…354万円
補助
＊結婚祝金として、５万円を 20万円にすることをお願いしましたが予算化されませんでし
た。しかし、今定例会の協議会において再度要望したところ、補正予算で対応するとの回答
をいただきました。

政策提言が予算化

あなたの声を議会に（21号）

＊議会だより№21：クイズチャレンジの回答　① →○　　② →○　　③ →×

こんな声をいただきました ご
意
見
に
対
し
て
は
、

本
人
に
直
接
お
答
え
を

し
て
い
ま
す
。

久保地区ヘリポート久保地区ヘリポート

・子供のために遊べる場所を作ってほしい。
・中学校の女子の部活をソフトだけではなく、
卓球もできるようにしてほしい。

・子育て支援にもっと力を入れてほしい。
33歳 女性 

１月９日、政策提言書を村長に提出し 26年度の
予算化をお願いしました。結果は次のとおり

・浄化槽の設置を完了し、安心して暮らせます。
・国道の交通事故箇所について、多発する場所を重点的
にスピードを落とさせる標識、赤色ランプ等の設置が
できないでしょうか。大栗の北海屋前は本日（12/30）
で、今年３回目だと思われます。   59歳 男性 

合併浄化槽の整備事業が平成２６年度
で終了となりますが、横浜市が延長継続で
きない場合、具体的にどんな事業で横浜市
から補助金をもってくるのか、村長の考え
をお聞かせ下さい。     57歳 男性

政策部会では、交通事故や急病人の搬送及び災害対策時
の緊急物資の輸送などに必要なヘリポートの設置につい
て、川原畑以西に１ヵ所設置したいと考え、候補地を現地視
察しました。これから設置条件などを検討し、候補地を選定
し、ヘリポートの設置を提言していきます。



（13）平成26年４月15日発行

Ｑ２月の豪雪に対する初動対応と今後の課題
●今回の豪雪、当局の対応について、対策本部の設置が遅かったではないか。
また、除雪、道路開通等の情報が随時、村民に伝えられなかったのではないか。

Ａ １ｍ以上の積雪のため一部の職員しか登庁できず対応が遅れてし
まった。また除雪や道路状況情報も、随時早めに知らせて行きたい。

Ｑ道志小、中学校校舎建て替えについて
●小、中学校建設整備検討委員会で進めている校舎建て替えの進捗状況は。

Ａ 平成２６年度中学校「第一期工事」、
平成２７年度中学校「第二期工事」と
小学校工事に入る予定です。

Ｑ今後の浄化槽事業について
●浄化槽事業は平成２６年度で終了になるが、
その後の予定はどうなるのか。

Ａ 現時点で約３０基残るが、浄化槽事業の方針を
横浜市と協議し、２年程度延長して１００％を
目標に進めていきたい。

議案等の質疑
本定例会で行った、協議会で

の質疑の一部を紹介します。

協議会の様子協議会の様子
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森
林
環
境
税
を
活
用
し
た

森
林
整
備
に
つ
い
て

森
林
所
有
者
の
理
解
と
協

力
を
得
て
積
極
的
に
推
進

し
た
い
。

質
問

答
弁

平
成
25
年
３
月
定
例
会

道
志
村
の
景
観
形
成
の

進
め
方
に
つ
い
て

景
観
計
画
案
を
作
成
し
関

係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら

道
志
村
に
相
応
し
い
計
画

を
策
定
し
た
い
。

質
問

答
弁

平
成
24
年
３
月
定
例
会

関連する法律と併せて推進して行
かなければなりませんが、村民の足
かせにならないよう配慮が必要。

森林整備は重要な課題です。
森林組合が実施する測量等の経費
の一部を助成していきます。

その結果今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・

平成25年度、森林組合が事業主体で
白井平の民有林約20HAをモデル地区
として間伐を中心とした整備を実施し
ている。
道志村でも平成26年度予算に計上し

て民有林の整備に積極的に取り組む。

平成24年度に「道志村景観計画策定審
議会」を立ち上げ、「道志村景観計画案」に
ついて審議を重ねてきました。その間、住
民説明会や、パブリックコメントによっ
て、村民の意見も伺い、平成26年３月の第
７回審議会で計画案が承認されました。

木の駅　集材場木の駅　集材場看板も景観のひとつ看板も景観のひとつ



私たちは、道志「元気クラブ」とい
う卓球（ピンポン）の同好会を通じて、
身体改善や健康増進を図りながら、会
員相互の親睦と交流を深めることを
目的に、金曜日、日曜日の週２回の練
習に励んでいます。現在会員数は34名
ですが、一緒に卓球をしたい方がおら
れましたら、どうぞご連絡ください。

さわやかな汗を一緒に流しませんか。
大歓迎します。最近では山中湖の卓球
クラブとの交流試合や、村内卓球大
会、山梨県主催の「ねんりんピック」な
どへの参加もしています。創立４年目
ですが、もっともっと頑張りたいと思
います。体をうごかし、汗をかき、大き
な笑い声を出し、皆で楽しんでいます。

（15）平成26年４月15日発行

紹

介
しょうかい

元
気
ク
ラ
ブ

会　長 　高瀬　幸雄さん会　長 　高瀬　幸雄さん

卓球で
健康管理

参加者のみなさん参加者のみなさん

時には真剣に！時には真剣に！練習も楽しいよ練習も楽しいよ
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２
月
の
記
録
的
な
大
雪
で
、
被

害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
衷
心
よ
り
お

見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

前
期
議
員
の
最
後
の
編
集
後
記

に
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
次
期
議

員
の
手
で
﹁
益
々
充
実
し
て
も
ら

い
た
い
﹂
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し

た
。﹁
継
続
は
力
な
り
﹂
と
引
き
継

ぎ
、
試
行
錯
誤
で
取
り
組
ん
だ
結

果
、
平
成
25
年
度
山
梨
県
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
25
年
10
月
号
︵
第
20

号
︶
が
奨
励
賞
に
入
選
し
ま
し
た
。

読
み
や
す
い
、
わ
か
り
や
す
い
広

報
を
目
指
し
て
努
力
し
て
き
た
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。今
後
も
、皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

︵
水
越
茂
広
︶

編
 
集
後
 
記
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写真募集中（議会だよりに掲載させていただきます。）

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
 
 杉
本
 
秀
明

副
委
員
長
 
 山
口
 
 
力

委
 
 
員
 
 出
羽
 
和
平

委
 
 
員
 
 佐
藤
 
定
三

がんばる人紹介

水源林管理所長に着任してから2年が経ちます。
この間、水源林の管理を進める一方で、村主催の

行事や地区のお祭りなどにも参加させていただくな
ど、楽しく過ごさせていただいています。横浜から来
た私を暖かく向かい入れていただき、村民の皆様には
心より感謝申し上げます。さて、横浜市が道志村内の
「山梨県恩賜県有林」を取得（大正5年5月）し、「横浜
市有道志水源林」として管理を始めてから今年で98年になります。現在は、「水源か
ん養機能」の維持・増進を目指して、「天然林」、「人工林」それぞれの林相に応じた
管理を行っています。この管理は「水源かん養機能」だけでなく、「生物多様性の保全」

や「地球環境の保全」など、「森林の持つ
多面的機能」の向上につながります。100年
に渡る水源林管理と水源保全は、道志村と
村民の皆様のご理解とご協力があってこ
そ成し得てきたものです。森林の管理は時
間がかかります。今後も引き続き、水源林
の管理とともに、道志村の豊かな「自然環
境の保全」に努めていきますので、村民の
皆様のご理解とご協力をいただきますよ
う、よろしくお願いします。

横浜市水道局
　水源林管理所長  温井浩徳さん
横浜市水道局
　水源林管理所長  温井浩徳さん

100年に渡る水源林管理と水源保全


